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昨年度の子ども給食教室 ： 札幌会場

参加者募集のご案内

給食メニューを自分たちでつくろう！
食の楽しさを体験しよう！

子ども給食教室
令和元年8月6日（火） 9:00～15:00
会場／だて歴史の杜食育センター

◉参加対象／小学校５・６年（20名程度）
◉参加費用／無料
◉持 ち 物／筆記用具、上靴
◉集合・解散／現地（必要に応じて当会が送迎します）

「子ども給食教室」のお申し込み・お問い合わせは………
（公財)北海道学校給食会・総務課 「子ども給食教室」係
〒063-0849 札幌市西区八軒9条西11丁目1-55

ＦＡＸ.011-641-2265
E-mail: hgk@gamma.ocn.ne.jp

はがき・FAX・Email
いずれかに明記し、お申し込みください。

★締め切り：6月26日（水）消印有効★

●氏名（ふりがな）　●性別
●学校名・学年　●生年月日　●保護者氏名
●郵便番号、住所（アパート・マンションの部屋番号も）
●電話番号　●緊急時の連絡先（携帯電話番号など）
●食物アレルギーの有無（有＝具体的に）

主催 ： （公財）北海道学校給食会
共催 ： 北海道教育委員会
後援 ： 伊達市教育委員会、北海道学校給食研究協議会

配布数の変更について
広報誌「いただきます」の配布数に変更がありましたら、当会
総務課までご連絡ください。

食育ひろば

給食センター紹介

私の提言

○応募者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。
○抽選結果と詳しいお知らせは締め切り
後、1週間程度でご連絡いたします。
○個人情報は「子ども給食教室」のみに
利用させていただきます。



道内各地
の給食セン

ターを

シリーズで
紹介します

高性能断熱食缶で、温かい食品は温かく、
冷たい食品は冷たく…

石狩市学校給食センター
1. はじめに

　石狩市は、石狩管内で唯一の海岸線のほか、川や山に

囲まれた自然豊かで、食材も豊富な町です。市街地から

北に約70㎞進んだ浜益地区は、切り立った崖から沈みこ

む深い海と自然が豊かで、アイヌ文化の伝承地域でもあ

ります。石狩は、非常に雄大な自然と歴史、そして石狩湾

新港に代表される近代産業を兼ね備えた都市です。

　2018年4月、厚田地区に道の駅がオープンして以来、

たくさんの来場者が足を運んでくれています。施設内には、

土産物店のほか、ピザやジェラート、そばと地元の食材が

味わえるテナントなどが並んでおり、海の幸、山の幸、

様々な産物を取り扱っています。

2. 給食センターの概要

名　　称　　石狩市学校給食センター

所 在 地　　石狩市花川北7条1丁目27番地

供用開始　　平成29年4月1日

建物構造　　鉄筋コンクリート造・地上2階建

延床面積　　3418.46㎡

調理法式　　ドライシステム方式

受 配 校　　小学校9校　中学校5校

主食形態　　米飯3回・麺食1回・パン食1回／週

調理能力　　5,500食／日（最大）

業務形態　　民間業者調理等業務委託

職員体制　　センター長1名・事務職員2名・管理栄養士

1名・非常勤事務員1名・非常勤栄養士1名・

栄養教諭3名・調理員60名（民間委託）・配

送業務12名（民間委託）

主要な熱源　都市ガス（LNG）

主な厨房設備

　　自動連続炊飯機     1台

　　スチームコンベクションオーブン   8台

　　蒸気回転釜    14台

　　連続式揚物機     2台

　　真空冷却機      2台

　　籠ごと食器洗浄機     2台

　　食缶洗浄機      1台

　　コンテナ洗浄機     1台

　　天吊式消毒保管機   50台

　　トラックイン消毒保管機  16台

　　パッケージ型厨芥処理機    1台

3. 施設の主な特徴と取組

◉自家炊飯で適温適量給食

　石狩市では、連続炊飯機により、一度に約5,500人分

のご飯を炊き上げます。米は、石狩産米を使用し、週に3

回の米飯を自家炊飯で提供しているため、子どもたち自

身が盛り付けることができ、適温・適量でおいしい給食を

提供しています。また、熱源は石狩湾新港にもある北ガス

のLNG（天然ガス）を使用しており、環境に配慮した施設

となっています。

◉食物アレルギーの対応

　対象児童生徒への明示献立表の配付や牛乳の代替食

提供のほかに平成30年度から食物アレルギー対応給食

を開始しており、専用の調理室の中でほかの調理作業と

完全分離し、細心の注意を払って作業を行っています。食

物アレルギー対応食対象児童生徒一人一人が安心して

給食を食べられるように個別のアレルギー対応給食を提

供しています。

◉災害対応

　緊急時や災害時に対応できる炊き出し機能が備わって

おり、停電時において最大5,000食の炊飯が可能です。

◉高性能食缶、強化磁器食器の使用

　石狩市では、高性能断熱食缶を使用しているため、温

かい食品は温かく、冷たい食品は冷たく保つことができ、

給食センターから学校までの配送の際も給食がぬるく

なったり、冷めたりすることはありません。また、6種類（茶

碗、カップ、大皿、小皿、カレー皿、丼）の強化磁器食器

と箸、スプーン、フォークの食具は、献立に合わせて様々

な組み合わせで提供しています。

道の駅石狩「あいろーど厚田」 〔日ハム応援大使ご当地メニュー〕 
望来豚カレー、矢切ねぎコロッケ、海藻サラダ

アレルギー調理室石狩湾新港

炊飯室

わかめごはん、石狩鍋、さけ太郎のたまご焼き、
ふるさと竹の子の土佐煮



1. はじめに

　本校は、児童数460名、特別支援学級を含めて18学

級の、白石区の中心部に位置する小学校です。本校の、

子どもたちが笑顔になることを目指した「食」の取組につ

いて紹介します。

2. 本校の特色ある食育

　普通教室三つ分ほどの、広く明るい「ふれあいルーム」

という多目的スペースがあります。100名が一堂に会食

できるので、ランチルームとしても活用します。「食事のマ

ナーを身につけ楽しく会食する」ことをねらいとして、みん

なで食べる場を設定しています。また、今年度は、栄養教

諭も所属する校務分掌「体のプロジェクト」からの、校舎

の中央にある「光庭（テラス）に出て給食を食べよう。」と

いう発案により、「テラス給食」を実施しました。ふれあい

ルームからテラスヘテーブルを運び、青空のもと笑顔あ

ふれるランチタイムとなりました。今年度は、6年生限定

のテラス給食でしたが、次年度からは準備・片付けを工夫

し、多くの学年で実施していきたいと考えています。

3. 総合的な学習の時間と出前授業

　総合的な学習の時間で、3年生は「大豆」、4年生

では「じゃがいも」を題材として扱っています。調べ学

習、栽培、調理などの展開の中で、栄養教諭がTT

として関わっています。また今年度は、5年生の出前

授業として中央卸売市場の青果部・鮮魚部の職員の

方と食育コーディネーターの山際睦子先生による

「北海道を食べよう」という出前授業を実施しました。

鮮魚部の方の鮭をさばきながらの説明には、どの子

も目を輝かせていました。栄養教諭の「野菜」につい

ての食指導の後、市場から届いた新鮮な野菜や果物を

使って、調理実習を行いました。きのこや野菜が苦手だっ

た児童も、この日は、笑顔で美味しそうに食べていました。

4. 給食で味めぐり

　「給食で味めぐり」は本校に着任した年に「北海道の旬

の野菜を味わおう」というテーマで始めました。その後、

「北海道港めぐり」、「日本味めぐり」とし、各地の特色あ

る農産物や郷土料理を取り入れてきました。その土地の

産物や料理を資料で学び、実施後は地図にシールを貼り、

各地をめぐっていきます。

5. 終わりに

　本校の「食に関する指導」は、教職員の連携と協力の

もと、計画的・継続的な体制の中で行われています。今後

も豊かな笑顔を育む「食」を目指して発信していきたいと

思います。

ランチルームでの給食

出前授業「北海道を食べよう」

豊かな笑顔を育む「食」を目指して
札幌市立南郷小学校　栄養教諭　岩瀬美智恵

食育ひろば 学校給食の在り方について
～新たな食文化の担い手を育てる給食～

札幌市立南郷小学校　校長　永宮　愼也

1. はじめに

　ユネスコ無形文化遺産申請の際、農林水

産省は、『和食；日本人の伝統的な食文化』の

特徴を次の4点にまとめました。

① 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

② 健康的な食生活を支える栄養バランス

③ 自然の美しさや季節の移ろいの表現

④ 正月などの年中行事との密接な関わり

　本校でも食に関する指導の目標の一つに

「各地域の産物、食文化や食に関わる歴史

等を理解し、尊重する心をもつ」という項目が

あります。給食が、子どもたちに食事の重要

性を理解させるだけでなく、食に関わる人た

ちへの感謝の心を育んだり、マナーを身に付けたりするこ

とと同様に食文化について理解を深めるということが、特

に近年重視されるようになってきたということを感じます。

2. 和食の日

　本校では和食の日を年に4回実施しています。「四季の

食材や調理方法のある和食のよさについて知らせ、興味・

関心をもたせる」というのが主なねらいです。ここには、ご

飯食のよさにも気付かせたいという願いも込められていま

す。

　学校の給食で和食について触れ、さらにそのよさを伝

えることは今の時代の給食の重要な役割と言えるのかも

しれません。子どもが和食のよさを少しでも意識してくれ

ることを望みます。

3. 日本味めぐり

　日本には各地に郷土色豊かな料理があります。地場産

品を大切にしてほしいという思いとともに、各地の郷土料

理から日本の食文化の豊かさに気付いてもらうことをね

らって、本校では「日本味めぐり」と題した献立を11月・12

月に5回実施しています。

　社会科などの教科学習と相まって、給食を通して日本

という郷土にも興味をもつ子どもが増えているように思い

ます。

4. 新たな食文化の担い手

　和食は子どもにとって身近でありな

がら、文化としてはあまり意識されな

いものです。それだけに、伝統的な年

中行事を意識しながら、旬の食材を食

べ、季節の移ろいを実感できる学校給

食は貴重な存在になってきているのか

もしれません。給食で和食のよさを実

感した子どもたちが、将来、様々な国

や地域の文化に触れることによって、

新たな日本の食文化の担い手になって

くれることを期待しています。

私の
提言



災害等非常時の
給食対応について

　本校では、平成29年度に救給カレー、30年度に救給根菜汁を防災給食として提供し
ました。次年度は救給コーンポタージュを予定しています。計画的に給食で活用していく
と賞味期限内で消費していくことができます。

　昨年9月6日の北海道胆振東部地震を機に、改めて給食用非
常食の備蓄を決めたり検討したりする学校や給食センターが増
えてきています。今回は地震後の給食対応や避難所での食事対
応、非常食の備蓄などについて貴重な情報を寄せていただきま
した。非常時の給食対応のヒントにしていただけたらと思います。

札幌市立平岸高台小学校  栄養教諭　雲雀　馨
非常食を毎年

計画的に

　本校では前年度中に平成30年9月18日に総合避難訓練を行うことが決まっていましたが、その直
前に実際に大地震が来るとは思ってもみませんでした。平成30年8月27日発行の給食だよりです。

札幌伏見支援学校もなみ学園分校  栄養教諭　大橋　望

前北海道夕張高等養護学校  栄養教諭　奥河　紀子備蓄品（非常
食セット）の

活用

平成29年度
牛乳・救給カレー・ポテトスープ・
スコッチエッグ・キャベツソテー・梨

平成30年度
牛乳・わかめご飯・救給根菜汁・
ホッケのカレー揚・からしあえ

　本校は、知的障がいと他の障がいを併せ有する生徒を対象とした高等部普通科単置の特別支援学校で、全員が寄
宿舎での生活を送っています。
　本校では東日本大震災が起きた8年前から災害等の防災対策の一つとして、入学時に学校で斡旋する非常食セット
（アルファ化米・缶マフィン・水など10食【3日分】5年間保存可能）を各家庭で購入してもらい、それを学校（寄宿舎）に保
管して非常時に備え、何事もなければ卒業時に各家庭に持ち帰ってもらっていました。
　昨秋の9月6日の地震で停電の復旧の見通しが立たないことから、朝食は非常食対応となり、初めて非常食セットを開
けることになりました。幸いガスと水は使用することができたので、他の職員と協力し、アルファ化米にお湯を入れ、五目
ご飯やマフィンを提供しました。生徒たちは当初不安そうでしたが、温かい食べ物を食べるにつれて徐々に落ち着いてい
きました。
　学校を再開したのは5日後の9月11日です。下記はその日の給食メニューです。
◉肉そば…地震当日に使う予定で前日に納品されていた干そばを使い、肉は夕張市内の肉屋さんから納品してもらう

ことができました。
◉三色和え…ほうれん草は、夕張産のものが入手できました。
◉ゴマ団子…白玉粉もゴマも事前に納品されていたので、手作りの白玉団

子を作りました。
　入手できない食材もあったため、料理は多少食彩が悪くなりましたが、久
しぶりの給食は完食でした。寄宿舎の朝・夕食も、何とか無事に食事を提供
することができました。
　今回の災害を通して、改めて防災の意識を高くもちながら給食の業務に
当たりたいと思いました。

札幌市立北都小学校  栄養教諭　川田絵里子
避難所で非

常食を提供

　昨年9月の大地震によって停電が起き、私の勤務校では避難所を開設すること
になりました。本校の電気は早目に復旧しましたが、近隣の住宅は停電が続いて
いたため、多い時には80名ほどの避難者が本校に避難してきました。
　避難者には本校に備蓄されていた非常食（札幌市から供給されたアルファ化米
のわかめごはんとクラッカー）を3食出していましたが、徐々に備蓄の非常食が少
なくなってきたため、管理職と相談して本校にサンプルとして置いてあった救給シ
リーズ（救給カレー・救給根菜汁・救給コーンポタージュ）を提供することにしました。
家庭科室のガスコンロでお湯を沸かし、湯煎して温かい状態で提供したところ避
難者はとても喜んで食べていました。救給シリーズはレトルトパックのまま食べられ、
使い捨てのスプーンが付いているので配付・片付けがとてもスムーズでした。避難
所では限られた条件の中で食事を提供するため、配付・後片づけ・食べやすさなど
様々な配慮が必要なことに気付きました。その中で救給シリーズがとても使いや
すく、よく考えられた非常食であることを実感しました。
　この経験を踏まえ、11月には4年生の総合的な学習で救給根菜汁の試食体験を行い、非常食について学ぶ機会をも
ちました。

非常食救給シリーズ（救給カレー・救給根菜汁・救給コーンポタージュ）は、8
年前の東日本大震災の後、全国学校栄養士協議会が開発した給食用非常
食です。スプーン付きで容器はそのまま食器として使えます。アレルギー特
定原材料等27品目を使用していません。保存期間は3年です。

北海道学校給食会では非常食救給シリーズのほか、非常用常
備食（白飯）や長期保存用の野菜ジュースやビスケット保存缶
などを取り扱っています。詳細は当会のホームページをご覧く
ださい。また、サンプルのご依頼は当会へ連絡願います。

札総合避難訓
練の給食で

非常食

高学年用
指導資料



令和元年度第1学期

新規取扱物資のご案内

銘柄：天狗缶詰　規格：１.５ｋｇ（固形量１ｋｇ）
外国産のパイナップルを1/16にカットし、レトルトパ
ウチにしました。缶詰と比べて、使用後の処分が扱い
やすく、環境にも配慮した商品となっています。フ
ルーツを使ったデザート、サラダなどの料理にお使い
ください。 

銘柄：奥本製粉　規格：２ｋｇ
デュラム小麦のセモリナを100％使用した車輪の形
のマカロニです。サラダやスープの浮き身としてご使
用できます。沸騰した湯で約10分茹でてください。

銘柄：海渡　規格：３０ｇ
北海道産のオオマイを食べやすいようにフィーレにし、
立田揚げにしました。助宗タラより脂乗りがあるのが
特徴です。凍ったまま約170～180℃の油で4～5分
揚げてください。大きい骨は取り除いていますが、細
かい骨は残っていますのでご注意ください。

銘柄：全学栄　規格：１ｋｇ
木綿豆腐に、にんじん、ごぼうといった根菜、ひじきを
配合し、素朴な味に仕上げています。冷凍のまま熱湯
の中に入れ、5～8分煮た後、沸騰した調味液に移し
て30分間程度煮含めてください。※現行（10ｇ)のス
クールがんもどきのミニサイズ（約6ｇ）です。

銘柄：北学給　規格：３０ｇ
北海道産の白花豆を使用しており、ほんのり甘い白
花豆のムースにいちごソースを合わせたなめらかな
口当たりのデザートです。アレルゲンにも配慮してお
り、乳・卵不使用です。1個あたり鉄分1.5ｍｇ、食物
繊維0.54ｇ摂取できます。※6月より供給開始です。

国産小松菜IQF３cmカット

銘柄：ワールドファーム　規格：１ｋｇ
濃緑色でツヤのある小松菜です。使いやすいIQF（バ
ラ凍結）です。加熱してご利用ください。一度解凍し、
再凍結した場合は品質が劣化する恐れがありますの
でご注意ください。

エゾ鹿挽肉

銘柄：札友ミート　規格：１ｋｇ
鹿肉は高タンパク低脂肪で、鉄分とビタミンB2が多い
のが特徴であり、肉類の中でも特に栄養価が高いと言
われています。鉄分が多い為、肉色が黒ずむ場合があり
ます。※リードタイムは2週間で、数量変更はできません。

★お知らせ★

◉当会では平成31年4月より賞味期限間近の商品を特別価格で提供しております。詳しくは当会ホームページをご覧ください。

◉今回ご案内した新規取扱物資や当会取扱物資でサンプル等の希望がある場合は、物資課各担当までご連絡ください。

オオマイ立田 白花豆ムース（いちごソース）

スクールがんもどき（ミニ）

デザートフルーツ パインピーセス（外国産） ホイールマカロニ



公益財団法人 北海道学校給食会
令和元年度 事業計画及び収支予算関係

平成30年度

第２回全道学校給食用パン品質審査会

審査員より

　令和元年度の事業計画及び収支予算関係は、平成31年
3月14日に開催された臨時評議員会で原案通り決定されま
した。

◆事業方針
　公益財団法人北海道学校給食会は、学校給食が児童生
徒の心身の健全な発達に資し、かつ、児童生徒の食に関す
る正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果た
す学校給食法の目的及び食育基本法の理念を踏まえ、北海
道教育委員会をはじめ関係機関・団体と緊密な連携を図りな
がら、食育の推進について支援するとともに、安全・安心な学
校給食用物資を安定的に供給するという観点に立って、各種
事業を実施する。

◆食育の推進を支援する事業
　1　各種研究大会・講習会などの実施
　　●子ども給食教室　開催地／伊達市（8月6日）
　　●第62回北海道学校給食研究大会
　　　　　　　　　　　開催地／東川町（7月31日）
　　●食育推進研究協議会　開催地／道南（10月中旬）
　　●北海道学校給食コンクール　
　　　　　　　開催地／札幌市（当会）（12月26日予定）
　2　研究団体への助成
　3　施設・設備の貸出し
　　●研修室・調理室の貸出し
　　●「北海道学校給食献立システム」の貸出し
　　●レプリカの貸出し
　　●バイキング用食器の貸出し
　　●DVD等の貸出し
　4　情報提供
　　●ホームページによる学校給食に関する各種情報の提供
　　●北海道学校給食研究協議会と共同で広報誌
　　　「いただきます」を発行・配布
　　　・209号（5月）
　　　・210号（9月）
　　　・211号（11月）
　　　・212号（3月）

◆安全・安心な学校給食用物資を安定的に供給する事業
　1　学校給食用物資の安定供給
　　●物資の安定供給（必要量・品質確保）
　　●物資の価格安定
　2　学校給食用物資の安全性の確保
　　●学校給食用物資の衛生検査の実施
　　●加工委託工場への助成措置

　　●パン品質審査会の実施
　　●研修会の実施及び講師の派遣
　　●加工委託工場の実地調査
　　●学校給食加工委託工場衛生管理講習会の実施
　　●検査機器の貸出し

◆評議員・役員及び職員数
　　●評議員　9名
　　●役　員　7名
　　　（理事長1  常務理事1  理事4  監事1）
　　●職　員　19名

令和元年度収支予算
（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

主催／北海道教育委員会
　　　（公財）北海道学校給食会

　平成30年度第2回全道学校給食用パン品質審査会が、平成31年3月

1日（金）（公財）北海道学校給食会で行われました。

●各市町村教育委員会を通して採取された学校給食用パンを5名の審

査員で審査しました。

●パンは道規格と規格外に区分して標準的なパンを選定し、決められた

評点により審査します。

　（結果や詳細は当会のホームページをご覧ください）

●寒い日は発酵不足になりやすいが、感触がソフトで口どけのよいパンが多かった。

工場内の温度管理等、苦労してパン作りをしていることがうかがえた。

●マーガリンや生地の配合が適切で、今まで以上においしいパンが多かった。

●天板の汚れがあるパンが一つもなく、高得点のパンが多数あった。年々技術が

上がって点数が平均化している。

●見た目より食べたらおいしいパンがいくつかあった。子どもたちは見た目で手を伸

ばす場合もあるので、型の置き方などに気を遣っていただきたい。

●製造技術が高くなっているが、機械が古いため技術がうまく生かされない場合も

あると考えられる。

審査を終えて

参加者より （北海道学校給食研究協議会より代表者・オブザーバー）

●このような審査会を続けることでパンの品質向上につな

がっていることを、学校の保護者や教職員には知られて

いない。もっと広く周知していきたい。

●食育では栄養の学習だけでなく、生産や製造にかかわる

努力についても子どもたちに伝えていきたい。

●天候不順により昨年秋の小麦の品質は良くなかったが、

今回のパンは外観も内相も良くできたパンがほとんど

だった。小麦の精製やパンの製造に大変な努力をしてい

ることがわかった。

（単位：千円）

第62回北海道学校給食研究大会（東川大会）
◉日時／令和元年7月31日（水）  9時30分より
◉会場／東川町立東川小学校（上川郡東川町西4号北8番地）

ご案内



学校給食広報誌

第209号
令和元年5月30日編集発行／（公財）北海道学校給食会　北海道学校給食研究協議会

2～3 　　　　　 　　 石狩市学校給食センター
4 　　　　　  「豊かな笑顔を育む『食』を目指して」 札幌市立南郷小学校 栄養教諭
5 　　　　  「学校給食の在り方について」 札幌市立南郷小学校 校長
6～7 災害等非常時の給食対応について
8～9 第1学期新規取扱物資のご案内
10 平成30年度 第2回全道学校給食用パン品質審査会
11 令和元年度事業計画及び収支予算関係
12 子ども給食教室のご案内

昨年度の子ども給食教室 ： 札幌会場

参加者募集のご案内

給食メニューを自分たちでつくろう！
食の楽しさを体験しよう！

子ども給食教室
令和元年8月6日（火） 9:00～15:00
会場／だて歴史の杜食育センター

◉参加対象／小学校５・６年（20名程度）
◉参加費用／無料
◉持 ち 物／筆記用具、上靴
◉集合・解散／現地（必要に応じて当会が送迎します）

「子ども給食教室」のお申し込み・お問い合わせは………
（公財)北海道学校給食会・総務課 「子ども給食教室」係
〒063-0849 札幌市西区八軒9条西11丁目1-55

ＦＡＸ.011-641-2265
E-mail: hgk@gamma.ocn.ne.jp

はがき・FAX・Email
いずれかに明記し、お申し込みください。

★締め切り：6月26日（水）消印有効★

●氏名（ふりがな）　●性別
●学校名・学年　●生年月日　●保護者氏名
●郵便番号、住所（アパート・マンションの部屋番号も）
●電話番号　●緊急時の連絡先（携帯電話番号など）
●食物アレルギーの有無（有＝具体的に）

主催 ： （公財）北海道学校給食会
共催 ： 北海道教育委員会
後援 ： 伊達市教育委員会、北海道学校給食研究協議会

配布数の変更について
広報誌「いただきます」の配布数に変更がありましたら、当会
総務課までご連絡ください。

食育ひろば

給食センター紹介

私の提言

○応募者多数の場合は抽選とさせていた
だきます。
○抽選結果と詳しいお知らせは締め切り
後、1週間程度でご連絡いたします。
○個人情報は「子ども給食教室」のみに
利用させていただきます。


